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請
負
業
者
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
の
請
求
に
基
づ
き
、
資
材

価
格
や
賃
金
を
変
更
し
た
こ
と
を
受
け
、
契
約
金
額
を
変
更
す
る
。

　
■
変
更
後
の
契
約
金
額	

	
	

　
２
２
０
億
８
２
３
７
万
円
（
13
億
７
万
円
の
増
額
）

本
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案

令
和
５
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
16
億
６
９
４
万
円
の
増
額

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
変
更

新 

労 

使 

会 

館 

の 

建 

設

令和５年  第４回定例会　

令和4年度決算を認定

建て替えが進む高浜クリーンセンター建て替えが進む高浜クリーンセンター

　令和５年第４回定例会は、下記の日程により21日間の会期で開かれました。
　本定例会では、令和４年度の一般会計・特別会計の決算認定などの議案15件と
議員派遣の議員提出議案１件を原案のとおり可決・認定し、教育委員会教育長及
び委員、公平委員会委員、人権擁護委員候補者の人事案件６件に同意しました。
なお、請願３件は不採択、意見書案１件は可決となりました。
　また、26人の議員が市政に対し一般質問を行いました。

　７日（木） 議案上程、提案説明、監査報告　ほか

８日（金）、11日（月）
12日（火）、13日（水） 一般質問（＊詳しい内容はＰ４～10）

19日（火）、20日（水）
21日（木）、22日（金） 委員会審査（＊詳しい内容はＰ11）　

27日（水） 付託された議案等の委員長報告～討論〜議決
ほか（＊審議結果はＰ12）

9月

　
新
労
使
会
館
を
建
設
す
る
た
め
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
。

　
■
契 

約 

金 

額　
14
億
５
２
０
０
万
円

　
■
契
約
相
手
方　
冬
木
・
信
澤
・
井
ノ
上
高
崎
市
新
労
使
会
館　

　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
■
竣　
工　
日　
令
和
７
年
３
月
21
日

　
■
建 

物 

概 

要　
鉄
骨
造　
地
上
３
階
建

　
　
　
　
　
　
　
　
延
床
面
積　
３
８
７
３
・
07
㎡

　
一
般
会
計
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
億
６
９
４
万
円
を
増

額
し
、
予
算
の
総
額
を
１
７
２
４
億
７
６
６
３
万
円
と
す
る
。

主
な
内
容

　
■
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入	

	
	

２
８
９
万
円

　
　
　
施
設
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
空
き
状
況
の
確
認
及

び
予
約
手
続
き
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
係
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
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■
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費
の
増
額	

１
億
５
０
０
万
円

　
　
　
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費
を
増
額
し
、
令
和
４
年
度
の
交

付
対
象
者
の
う
ち
、
未
申
請
分
を
５
年
度
に
お
い
て
計
上
す
る
。

　
■
中
小
企
業
給
与
改
善
奨
励
金
の
増
額	

１
億
円

　
　
　
申
請
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
増
額
す
る
。	

　
■
用
排
水
路
整
備
事
業
な
ど	

２
７
０
０
万
円

　
　
　
危
険
箇
所
総
点
検
の
結

果
を
踏
ま
え
、
道
路
補
修
、

水
路
改
修
、
土
砂
の
撤
去

等
を
実
施
す
る
。

決 算 の 概 要  

一般会計　歳入　1,802億6,985万円　　歳出　1,727億2,602万円

特 別 会 計
歳入 歳出

783億569万円 769億1,647万円

企 業 会 計
収益的収入（歳入） 収益的支出（歳出）

水道事業 71億3,537万円 61億9,405万円
公共下水道事業 81億8,793万円 70億9,297万円

※千円以下を四捨五入しています。

市税
642億
7,198万円
市民税、固定資産税、
事業所税など

民生費
642億
597万円
生活保護や児童手当、
医療費助成などのお金

商工費
210億
4,811万円
商工業事業者貸付金、
観光支援などのお金

衛生費
210億
2,148万円
ごみ処理、予防注射
などのお金

総務費
181億
5,445万円
施設の維持管理
経費などのお金

公債費
141億
6,734万円
借入金の返済

教育費
139億
1,900万円
小中学校などにかかるお金

その他
202億
967万円
土木、消防、農林業、
議会などのお金

国県支出金
459億
3,075万円
特定の事業に対して国や
県から支出されるお金

地方交付税
144億
2,756万円

地方公共団体の収支不足や不均衡を
是正するために国から交付されるお金

諸収入
195億
2,193万円
市が事業者などへ
貸したお金の
返済金など

その他
257億
4,254万円
積立金取崩、繰越金、
施設使用料など市債

103億
7,510万円

借入金

1,802億　
6,985万円

1,727億　
2,602万円

歳入 歳出

歳入歳出の差引額は75億4,383万円で、繰り越し財源を控除した実質収支額のうち、45億円を財政調整
基金に積み立て、残りは令和５年度に繰り越しました。

※千円以下を四捨五入しているため、決算額の内訳と合計が一致しません。

賛 成 ⃝本市独自の施策と
　健全な財政運営を評価（新風会）

　世界経済の不振の中にあっても、本市独自の施策が着実
に実績を上げ、市税収入は増加している。また地方財源に
ついても適切に確保し、45億円を財政調整基金に積み立て
たことを評価する。今後も財政需要の増大が見込まれるた
め、さらなる効率化が図られることを期待する。

賛 成 ⃝過去最高の
　市税収入を評価（市民クラブ）

　本市独自のビジネス活性化策や、新型コロナウイルスの
感染拡大に伴う経済対策を積極的に推進した効果もあり、
市税収入が前年度比22億円の増加となったことを評価する。
今後も市民サービスの向上のため、財政の適切な運用を望
む。

決算議案への討論

ドローンを活用した点検
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●ＣＯＰＤ 慢性閉塞性肺疾患の略称で、慢性気管支炎や肺気腫と呼ばれてきた疾患の総称。肺の生活習慣病ともいわれる。

●個別避難計画 高齢者や障害者等の自ら避難することが困難な避難行動要支援者ごとに作成する避難支援のための計画。

●学校運営協議会（P5参照） 保護者、地域住民、学識経験者、地域学校協働活動推進員などで構成される。校長が作成する学校運営の基本方針を承認する役割があるほか、学校運営に関して意見を述べることができる。

一
般
質
問

市政を問う

あらましを質問
者順で掲載して
います。

質
問　
特
定
健
診
の
問
診
票
等

の
デ
ー
タ
か
ら
把
握
で
き
る
喫

煙
者
な
ど
に
対
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
受
診
勧
奨
を
行
う
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
現
在
本
市
で
実
施
し
て

い
る
健
診
の
項
目
に
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
に
直
接
関
係
す
る
も
の
は

な
い
が
、
今
後
各
種
健
診
に
お

け
る
問
診
等
の
喫
煙
に
関
す
る

デ
ー
タ
な
ど
か
ら
傾
向
を
把
握

し
、
そ
の
情
報
を
活
用
し
た
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
受
診
勧
奨

の
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
国
が
進
め
る
烏
川
の
築

堤
工
事
に
よ
り
、
根
小
屋
町
で

の
内
水
氾
濫
を
不
安
視
す
る
声

が
あ
る
が
、
本
市
の
対
策
は
。

答
弁　
築
堤
工
事
に
お
け
る
内

水
対
策
と
し
て
、
築
堤
内
の
水

を
烏
川
へ
確
実
に
排
水
で
き
る

よ
う
、
既
存
の
水
路
よ
り
も
大

き
な
樋
管
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
等
を

河
川
管
理
者
に
要
望
し
て
い
く
。

　
ま
た
緊
急
排
水
ポ
ン
プ
や
調

整
池
、
災
害
対
策
車
の
運
用
な

ど
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
も
、

地
形
や
過
去
の
被
害
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
個
別
避

難
計
画
の
作
成
状
況
と
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
令
和
５
年
８
月
時
点
で
、

６
つ
の
地
域
で
計
画
を
作
成
済

み
で
あ
る
。
実
効
性
の
あ
る
個

別
避
難
計
画
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
支
援
を
す
る
人
の
確
保

や
避
難
所
ま
で
の
誘
導
な
ど
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
前

講
座
や
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
提
供
を
す
る
中
で
、
名
簿

を
活
用
し
た
個
別
避
難
支
援
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
関
係

部
局
で
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自

主
防
災
組
織
や
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
主
体
と
な
る
活
動
を
継

続
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
で
、

実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
の
策

定
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を

安
全
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

の
周
知
・
啓
発
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
警
察
や
交
通
安
全
協
会

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
交

通
安
全
運
動
な
ど
の
機
会
に
お

い
て
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

安
全
な
利
用
や
違
反
行
為
の
抑

止
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　
給
食
費
の
無
料
化
が
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
本

市
に
お
い
て
進
ま
な
い
理
由
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
学
校
給
食

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
材
費

の
み
保
護
者
に
負
担
し
て
も
ら

い
、
そ
の
ほ
か
の
必
要
経
費
は

市
で
負
担
し
て
い
る
。	

　
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
全
国

的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
が
子
育
て
世
代
に

質
問　
学
校
に
お
け
る
暑
さ
対

策
と
し
て
、
冷
感
タ
オ
ル
等
の

冷
感
グ
ッ
ズ
の
使
用
が
有
効
と

考
え
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

答
弁　
冷
感
タ
オ
ル
等
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
登
下
校
時
や
屋

外
活
動
に
お
い
て
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
に
配
慮
し
、
必
要
に

応
じ
て
認
め
て
い
る
。
こ
れ
を

学
校
だ
よ
り
や
メ
ー
ル
等
で
保

護
者
に
周
知
す
る
な
ど
、
熱
中

症
対
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
紫
外
線
対
策
と
し
て
、

登
下
校
や
体
育
の
授
業
で
サ
ン

グ
ラ
ス
や
日
傘
を
使
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
環
境
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
、
子
ど
も
の
頃
に
浴
び
た

紫
外
線
の
影
響
が
何
十
年
も
た

っ
て
現
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
色
の
濃
い
サ
ン
グ

ラ
ス
を
使
用
す
る
と
瞳
孔
が
開

き
、
か
え
っ
て
多
く
の
紫
外
線

が
目
に
入
り
、
逆
効
果
に
な
る

こ
と
も
例
示
さ
れ
て
い
る
。
当

面
は
医
師
の
指
導
、
助
言
の
下
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
状
況
に
応

じ
た
個
別
の
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
日
傘
に
つ
い
て

も
各
学
校
の
判
断
で

使
用
を
認
め
、
暑
さ

対
策
に
努
め
て
い
る
。

選
ば
れ
る
た
め
に
も
給
食
費
の

無
料
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
食
材
費
の

み
保
護
者
に
負
担
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
食
材
費
の
高
騰
分

は
市
で
負
担
し
、
保
護
者
の
負

担
が
増
加
し
な
い
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
支
払

い
が
困
難
な
家
庭
に
は
就
学
援

助
制
度
で
支
援
し
て
い
る
。	

　
給
食
費
の
負
担
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
が
、

国
が
何
ら
か
の
財
政
措
置
を
し

な
け
れ
ば
無
料
化
は
難
し
い
と

考
え
て
お
り
、
現
状

で
は
本
市
独
自
で
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）重
症
化
予
防
の
推
進

根
小
屋
町
の
内
水
対
策

後ご
と
う藤　

 

彰あ
き
ら

（
新
風
会
）

暑
さ
・
紫
外
線
対
策

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
費
の
無
料
化

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

防

災

対

策

道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
う
本
市
の
取
り
組
み

M
ILK
M
ILK

食材価格の高騰分を補助
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●ＵＩＪターン 地方から都市へ移住した後に再び地方へ移住するＵターン、都市から地方（または地方から都市）へ移住する
Ｉターン、地方から大都市へ移住した後に地方近くの中規模な都市へ移住するＪターンの総称。

●選挙支援カード 投票所や期日前投票所で、代理投票や、そのほかの支援が必要な人が、係員に口頭で伝えることが難しい場合
などに使用するカード。提示することで必要な支援を受けることができる。

質
問　
他
の
自
治
体
で
は
複
数

の
学
校
が
一
つ
の
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
例
も
あ

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
複
数
の
学
校
で
一
つ
の
学

校
運
営
協
議
会
を
置
く
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、
基
本
は
学
校

ご
と
に
設
置
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
ま
ず
は
地
域
の
実
情
や
特

色
に
応
じ
て
、
各
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
運
営
協
議
会
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
学
校
と
地
域
、
地
域
と

諸
団
体
を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
人
の
配

置
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
先
行
し
て
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
た
学
校
で
は
、

地
域
の
人
が
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
、
充
実
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
例
も
あ
る
た
め
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
よ
う
な

人
の
必
要
性
や
重
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
認
識
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
の
提
供
や
共
有

に
努
め
た
い
。

質
問　
民
間
事
業
者
が
開
発
し

た
住
宅
団
地
等
に
あ
る
集
中
浄

化
槽
の
施
設
数
は
。
ま
た
、
施

設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め

管
理
を
市
へ
移
行
す
る
考
え
は
。

答
弁　
集
中
浄
化
槽
は
、
現
在

中
島
町
に
１
カ
所
、
片
岡
町
に

１
カ
所
、
金
古
町
に
２
カ
所
設

置
さ
れ
て
い
る
。
扱
い
と
し
て

は
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
る
個
別

浄
化
槽
と
同
様
と
な
る
た
め
、

浄
化
槽
管
理
者
に
保
守
点
検
等

の
義
務
が
あ
り
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
市
が
管
理
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
投
票
率
向
上
の
た
め
、

直
近
の
選
挙
で
取
り
組
ん
だ
改

善
策
と
検
討
し
て
い
る
施
策
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
本
年
４
月

の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
、
選
挙

支
援
カ
ー
ド
の
活
用
と
不
在
者

投
票
用
紙
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
選
挙
人

の
投
票
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

移
動
投
票
所
の
検
討
を
し
て
い

る
が
、
二
重
投
票
を
防
ぐ
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と

な
る
た
め
、
す
ぐ
に
導
入
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
先

進
事
例
を
参
考
に
研

究
し
て
い
る
。

質
問　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
連
す
る

法
整
備
を
行
っ
た
諸
外
国
の
現

状
を
本
市
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁　
諸
外
国
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た

差
別
的
な
取
り
扱
い
を
法
律
で

禁
止
す
る
な
ど
、
全
て
の
人
を

平
等
に
扱
う
と
い
う
理
解
が
広

が
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
の

一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
発

生
し
て
お
り
、
例
え
ば
設
置
が

広
が
っ
て
い
る
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ト
イ
レ
は
、
性
自
認
に
と

質
問　
本
市
に
お
け
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
を
促
進
す
る
取
り
組
み

と
、
移
住
情
報
の
発
信
方
法
は
。

答
弁　
移
住
促
進
の
た
め
に
は
、

都
市
の
魅
力
を
総
合
的
に
高
め

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
先
進
的
な

事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
例
え

ば
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
し

て
、
子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ

ー
の
開
設
や
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
な
ど
、
全

国
で
も
類
を
見
な
い
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
本

市
の
取
り
組
み
を
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

で
発
信
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
る
。

質
問　
令
和
４
年
度
に
開
始
し

た
中
小
企
業
就
職
奨
励
金
事
業

の
概
要
と
実
績
は
。

答
弁　
本
事
業
は
、
市
内
事
業

者
の
人
材
確
保
と
若
者
の
市
内

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
の
中
小
企
業
に
就
職
し
た

若
者
に
対
し
、
奨
励
金
と
し
て

高
崎
通
貨
10
万
円
分
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
。
令
和
４
年
度

は
２
６
５
人
に
交
付
し
、
市
内

の
約
２
６
０
０
の
登

録
店
で
幅
広
く
使
用

さ
れ
て
い
る
。

ら
わ
れ
ず
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
半
面
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
の
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
本
市
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
関
連
す
る
条
例
の
制
定

等
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
現
時
点
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

関
す
る
条
例
の
制
定
は
予
定
し

て
い
な
い
。
本
市
で
は
、
平
成

30
年
に
策
定
し
た
高
崎
市
第
４

次
男
女
共
同
参
画
計
画
に
、
性

の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
の
促

進
を
基
本
課
題
の
一
つ
に
位
置

付
け
、
性
的
指
向
や
性
自
認
を

理
由
と
し
た
偏
見
や
差
別
を
な

く
す
た
め
、
多
様
な
性
の
在
り

方
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

渡わ
た
な
べ辺 

幹か
ん
じ治

（
新
風
会
）

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度

渡わ
た
な
べ辺 

隆た
か
ひ
ろ宏

（
新
風
会
）

若
者
の
地
域
定
着
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

新に
い
く
ら倉 

哲て
つ
ろ
う郎

（
無
所
属
）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
に
対
す
る

本
市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

横よ
こ
た田 

卓た
く
や也

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
崎
市
の
汚
水
処
理
の
対
応

投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

ＬＧＢＴを象徴する六色旗

　 （P4参照）



まめ知識
（6）（6）

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

児
童
虐
待
を
防
ぐ
切
れ
目
な
い
支
援

医
療
的
ケ
ア
児
を
支
え
る
学
校
の
体
制

金か
ね
こ子 

和か
ず
ゆ
き幸

（
日
本
共
産
党
）

安
心
・
安
全
な

学
校
給
食
の
取
り
組
み

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
支
援

子

ど

も

食

堂

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

本

市

の

水

道

都

市

計

画

税

質
問　
里
親
制
度
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。
ま
た
、
子
育
て

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
支
援

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
児
童
相
談

所
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
お
り
、
児
童
に
適
切
な
養

育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、

里
親
制
度
を
含
め
た
社
会
的
養

護
に
係
る
施
設
や
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
里
親
制
度
の
拡
充

推
進
に
向
け
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。	

　
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
声

に
真し

ん

摯し

に
耳
を
傾
け
、
さ
ら
な

る
支
援
の
拡
充
が
図
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
医
療
的
ケ
ア
児
を
支
え

る
た
め
の
学
校
の
支
援
体
制
は
。

答
弁　
現
在
、
小
・
中
学
校
に

お
い
て
受
け
入
れ
て
い
る
医
療

的
ケ
ア
児
は
、
小
学
生
４
人
と

中
学
生
１
人
で
あ
り
、
看
護
師

資
格
を
持
つ
介
助
手
６
人
を
各

学
校
に
配
置
し
、
た
ん
吸
引
等

の
介
助
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
支
援
体
制
を
整
え

る
た
め
、
介
助
手
の

確
保
に
努
め
た
い
。

・

・

質
問　
水
道
施
設
の
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
や
広
域
連
携
が
重
要

と
思
う
が
本
市
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
管
路
の
更
新
の
方
針
は
。

答
弁　
水
道
局
で
は
、
将
来
的

な
水
需
要
に
応
じ
た
施
設
規
模

の
最
適
化
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
水
道
管
の
更
新
の
際
、
適

切
な
口
径
等
を
検
討
し
て
い
る
。

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
県
が

令
和
４
年
度
末
に
群
馬
県
水
道

広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

県
内
水
道
事
業
者
と
協
議
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
、
本
市
で
も

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
研
究
し

て
い
く
。
ま
た
、
管
路
の
更
新

は
、
経
過
年
数
等
を
考
慮
し
て

優
先
順
位
を
付
け
る
な
ど
、
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　
吉
井
都
市
計
画
区
域
の

都
市
計
画
税
を
再
考
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
都
市
計
画
税
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
崎

地
域
、
群
馬
地
域
お
よ
び
新
町

地
域
の
市
街
化
区
域
と
、
合
併

前
か
ら
都
市
計
画
税
を
課
税
し

て
い
た
吉
井
地
域
の
一
部
に
お

い
て
賦
課
し
て
い
る
が
、
今
後
、

地
域
の
実
情
や
意
見

を
聞
き
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
居
場
所
や
学
び
の
場
の
確
保

の
た
め
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
保
健
室
や

校
長
室
を
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
居
場
所
と
し
て
活
用
し
、
さ

ら
に
中
学
校
に
お
い
て
は
、
ほ

っ
と
ル
ー
ム
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
と
称
し
た
空
き
教
室
を

利
用
し
、
教
員
や
学
校
支
援
員

が
児
童
・
生
徒
の
ペ
ー
ス
に
合

質
問　
本
市
の
学
校
給
食
へ
の

地
場
産
食
材
や
、
減
農
薬
・
減

化
学
肥
料
栽
培
食
材
、
有
機
栽

培
食
材
の
使
用
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
栄
養
士
が

生
産
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
地
産
地
消
を
進
め
る
と
と
も

に
、
旬
の
野
菜
や
特
別
栽
培
米

の
ゆ
め
ま
つ
り
を
使
用
す
る
な

ど
、
地
場
産
食
材
の
活
用
を
推

進
し
て
い
る
。
今
後
も
生
産
者

等
に
減
農
薬
栽
培
や
有
機
栽
培

等
の
推
進
を
働
き
か
け
、
安
心

安
全
な
食
材
の
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
国
が
策
定
し
た
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
対
す

る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
特
に
倉
渕

地
域
に
お
い
て
先
進
的
な
有
機

農
業
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
、
新
規
就
農
者
の
受
け
皿

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
引

き
続
き
支
援
す
る
こ
と
で
、
有

機
農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
本
市
の
農
業
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
国
が
示
し

て
い
る
目
標
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

わ
せ
て
学
習
支
援
や
相
談
を
行

っ
て
い
る
。

質
問　
本
市
の
子
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
の
現
状
は
。

答
弁　
県
で
は
、
子
ど
も
食
堂

の
新
規
開
設
時
に
必
要
な
備
品

や
消
耗
品
な
ど
に
対
す
る
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た

国
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

を
対
象
と
し
た
子
ど
も
食
堂
を

実
施
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、

運
営
支
援
や
物
資
支
援
等
の
支

援
活
動
を
行
う
中
間
支
援
法
人

を
決
定
し
、
子
ど
も
食
堂
等
を

支
援
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

こ
の
よ
う
な
支
援
制
度
に
つ
い

て
、
把
握
し
て
い
る

子
ど
も
食
堂
に
対
し

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

空き教室を活用した学習支援

●里親 さまざまな事情で家族と離れて暮らす子どもを、自分の家庭に迎え入れて養育する人のことで、養育里親、養子縁組里親、専
門里親、親族里親などの種類がある。

●みどりの食料	
システム戦略

農林水産業の生産力強化や持続可能性の向上を目指し、2021年５月に農林水産省が策定した食料生産の方針。2050
年までに目指す姿として、化石燃料を原料とした化学肥料の使用量の低減や、有機農業の面積割合の拡大などの数
値目標が掲げられている。

（P7参照）



まめ知識
（7）（7）

三み
し
ま島 

久く
み
こ

美
子

（
た
か
さ
き
未
来
）

市
営
住
宅
の
あ
り
方

い
の
ち
を
守
る
教
育

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
て
の
取
り
組
み

本
市
の
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
通
級
指
導
教
室

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

防

犯

対

策

質
問　
市
営
住
宅
を
長
期
的
な

展
望
に
基
づ
き
計
画
的
に
管
理

運
営
す
る
た
め
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計

画
を
改
め
て
策
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　
市
営
住
宅
の
老
朽
化
対

策
に
つ
い
て
は
、
単
に
建
物
の

耐
用
年
数
だ
け
で
解
体
や
改
修

の
判
断
を
す
る
の
で
は
な
く
、

施
設
の
状
況
や
地
域
の
実
情
な

ど
を
勘
案
し
て
慎
重
に
検
討
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
画
一
的
な

計
画
作
り
が
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
従
っ
て
新
し
い
計
画
を

策
定
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今

後
も
よ
く
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
や
性
感

染
症
、
性
暴
力
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込

ん
だ
性
教
育
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
小
・
中
学

校
で
の
保
健
や
道
徳
の
授
業
に

お
け
る
性
教
育
の
ほ
か
、
各
学

校
の
学
校
保
健
委
員
会
が
性
教

育
に
関
す
る
内
容
を
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
、
学
校
や
家
庭
、

関
係
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
や
、
エ
イ
ズ
を
含
む

性
感
染
症
予
防
の
啓

発
を
行
う
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

質
問　
防
犯
協
会
の
組
織
概
要

と
、
具
体
的
な
活
動
内
容
は
。

答
弁　
高
崎
市
防
犯
協
会
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
昭
和
22
年
に
発
足
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
市
長
が
会

長
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
内
容

と
し
て
は
、
小
学
校
等
の
登
下

校
の
時
間
帯
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

防
犯
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
防
犯

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
防
犯
カ
メ
ラ
お
よ
び
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見
守
り
カ
メ

ラ
の
設
置
状
況
は
。
ま
た
警
察

と
の
情
報
連
携
で
、
カ
メ
ラ
画

像
を
提
供
し
た
実
績
は
。

答
弁　
本
市
で
は
町
内
会
か
ら

の
要
望
を
基
に
、
令
和
４
年
度

ま
で
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
１
７
１	

４
台
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見

守
り
カ
メ
ラ
を
１
１
７
５
台
設

置
し
て
い
る
。
ま
た
犯
罪
発
生

時
は
、
警
察
か
ら
の
照
会
に
応

じ
て
カ
メ
ラ
画
像
を
提
供
し
て

お
り
、
令
和
４
年
度
は
４
６
９

件
の
照
会
に
対
し
、

９
２
８
台
分
の
画
像

を
提
供
し
た
。

質
問　
本
市
の
通
級
指
導
教
室

の
体
制
と
今
後
の
展
望
は
。

答
弁　
本
市
の
通
級
指
導
教
室

は
、
中
央
教
室
、
中
居
教
室
、

城
山
教
室
、
金
古
教
室
、
下
室

田
教
室
お
よ
び
堤
ヶ
岡
教
室
の

６
教
室
で
あ
る
。
在
籍
す
る
子

ど
も
は
、
小
・
中
学
生
と
未
就

学
児
の
８
９
７
人
で
、
職
員
43

人
が
指
導
を
行
い
、
各
教
室
や

家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
１
人
の

子
ど
も
に
対
し
週
１
回
ま
た
は

隔
週
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん

タ
ク
シ
ー
の
利
用
の
現
状
は
。

　
ま
た
、
高
齢
者
向
け
買
い
物

支
援
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付

事
業
の
周
知
方
法
は
。

答
弁　
お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん

タ
ク
シ
ー
は
全
て
の
ル
ー
ト
で

利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
向
け
買
い
物
支
援
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付
事
業
は
、

買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
助
け
合
い
活

動
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
実
施

主
体
と
な
る
町
内
会
か
ら
の
相

談
時
に
事
業
を
案
内
す
る
ほ
か
、

区
長
会
等
で
も
周
知
し
て
い
る
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
の
現
在
の
活
用
状
況
と
今
後

の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
広
報
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
分
野
と
防
災
分

野
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
て
い
る
。
一
般
的
な
広
報
媒

体
で
は
、
本
市
が
保
有
す
る
ド

ロ
ー
ン
を
職
員
が
操
作
し
て
撮

影
を
行
う
が
、
高
所
や
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
うの

点
検
、
測
量
な
ど
の
高
い
操
作

技
術
を
必
要
と
す
る
業
務
に
お

い
て
は
、
専
門
の
事
業
者
に
委

託
し
、
事
業
の
効
率

化
を
図
る
方
法
も
有

効
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
利
用
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
通
級
指
導
教
室
に
通
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
継
続
性
の
あ

る
支
援
と
、
そ
の
協
力
体
制
は
。

答
弁　
各
通
級
指
導
教
室
で
は
、

子
ど
も
一
人
一
人
に
対
し
て
作

成
し
た
指
導
計
画
に
沿
っ
て
指

導
を
行
い
、
そ
の
記
録
を
残
し

て
お
り
、
担
当
教
員
等
が
代
わ

っ
て
も
支
援
が
適
切
に
行
え
る

よ
う
、
情
報
の
確
実
な
引
き
継

ぎ
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
や
関
係
機
関
等
と
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
支
援
会
議
を

開
き
、
協
力
体
制
を

確
保
し
て
い
る
。

通級指導教室（中央教室）

●校内教育支援センター（P6・P8参照）
学校内の空き教室を活用して設置する、クラスの中に入れない子どもの居場所や学びの場
のこと。

●ストック総合活用計画
既存の市営住宅の総合的な活用と的確な管理を行うため、建て替えや改善等の方針を定めた計画。本
市では平成22年度に、従前の高崎市公営住宅ストック総合活用計画を包括した高崎市公営住宅等長寿
命化計画を策定している。

（P8参照）



まめ知識
（8）（8）

角か
ど
く
ら倉 

邦く
に
よ
し良

（
無
所
属
）

荒
廃
農
地
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地

の
活
用
、
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
の
啓
発

穴
ぼ
こ
改
修
大
作
戦

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

不
登
校
の
児
童
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

高た
か
は
し橋 

美み
な
お

奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

本
市
と
民
間
企
業
と
の
包
括
連
携
協
定

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用
状
況

質
問　
本
市
の
も
の
づ
く
り
産

業
と
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
連
携
は
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
市
内

に
数
多
く
あ
る
も
の
づ
く
り
産

業
の
中
小
事
業
者
に
と
っ
て
、

環
境
負
荷
や
電
力
コ
ス
ト
な
ど

の
削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
環
境
配
慮
事
業
者
と
し
て

発
展
し
得
る
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
本
市

の
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

多
胡
・
岩
平
小
学
校
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
吉
井
地
域
の
宅

地
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
考
え
は
。

答
弁　
吉
井
地
域
は
高
速
道
路

の
イ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
産
業
エ

リ
ア
で
は
首
都
圏
か
ら
一
番
近

く
、
条
件
の
よ
い
地
域
で
あ
る
。

宅
地
化
す
る
に
は
課
題
も
あ
り
、

す
ぐ
に
は
難
し
い
が
、

問
題
意
識
を
持
っ
て

研
究
し
て
い
く
。

質
問　
ま
ち
づ
く
り
や
災
害
対

応
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
を
担

う
企
業
と
の
連
携
は
大
き
な
も

の
が
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
包

括
連
携
協
定
の
進
め
方
は
。

答
弁　
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
、
特
に
災
害
時
に
は
民
間
企

業
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は

災
害
時
の
応
援
協
定
を
は
じ
め
、

環
境
や
福
祉
な
ど
、
個
別
具
体

的
な
目
的
が
あ
る
も
の
は
連
携

協
定
を
締
結
し
て
き
た
。
一
方
、

多
様
な
分
野
で
相
互
連
携
を
図

る
目
的
の
も
の
は
包
括
連
携
協

定
と
し
て
す
み
分
け
し
て
進
め

て
い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
目
的
に
沿
っ
た
連
携
協
定
の

締
結
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の

整
備
に
つ
い
て
の
要
望
は
あ
る

が
、
設
置
に
は
土
地
の
形
状
変

更
を
伴
い
、
街
中
で
の
マ
ナ
ー

の
問
題
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

現
状
で
は
設
置
の
予
定
は
な
い
。

今
後
マ
ナ
ー
の
改
善
な
ど
の
よ

い
話
が
あ
れ
ば
、
検

討
課
題
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　
全
て
の
小
・
中
学
校
に

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
の
学
校
内
に
お
け
る

不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所
の

設
置
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
保
健
室
や

校
長
室
の
ほ
か
、
ほ
っ
と
ル
ー

ム
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
と

称
し
た
空
き
教
室
を
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
居
場
所
と
し
て
活

用
し
、
教
員
や
学
校
支
援
員
が

子
ど
も
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援

質
問　
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
が

悪
い
場
所
に
、
市
の
啓
発
チ
ラ

シ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
配
布
し

た
い
と
の
声
が
あ
っ
た
場
合
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

答
弁　
環
境
保
健
委
員
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

状
況
が
異
な
る
た
め
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
内
容
の
チ
ラ
シ

を
担
当
課
で
作
成
し
、
必
要
な

枚
数
を
渡
し
て
い
る
。
今
後
も

相
談
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
啓
発
が
で
き
る
よ
う
、

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

質
問　
道
路
穴
ぼ
こ
改
修
大
作

戦
の
実
施
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
弁　
近
年
、
市
道
の
舗
装
の

老
朽
化
に
よ
り
、
車
両
通
行
時

の
騒
音
や
振
動
等
の
苦
情
が
相

次
い
で
お
り
、
舗
装
の
剥
が
れ

や
破
損
に
よ
る
事
故
の
発
生
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
鑑
み
、
市
民
の
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

市
民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
箇
所

や
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
道
路

を
中
心
に
、
令
和
５
年
度
か
ら

５
カ
年
計
画
で
舗
装

工
事
を
集
中
的
に
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

や
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支

援
の
状
況
は
。
ま
た
、
不
登
校

生
徒
の
学
習
状
況
の
評
価
は
。

答
弁　
各
学
校
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
の
授
業
配
信
等
の
学
習

支
援
を
し
て
お
り
、
教
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
利
用
を
希
望
す
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
、
同
様
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
不
登

校
生
徒
の
学
習
評
価
に
つ
い
て

は
、
国
の
通
知
に
従
っ
て
、
把

握
し
て
い
る
学
習
状
況
に
応
じ

て
文
章
等
で
評
価
を

行
い
、
生
徒
と
保
護

者
に
伝
え
て
い
る
。

タブレットを活用した学習支援

●高齢者向け買い物支援タク
シーチケット交付事業（P7参照）

買い物困難地域において、定期的に高齢者の日用品の買い物支援を行う町内会に対し、タクシ
ーチケットを交付する本市独自の事業。町内会は登録をしている高齢者とボランティアの買い
物の日程調整を行い、高齢者は付き添ったボランティアに対し、１回100円の謝礼金を支払う。

（P7参照）
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宮み
や
は
ら
だ

原
田 

綾あ
や
か香 

（
た
か
さ
き
未
来
）

公
立
保
育
所
の
施
設
・
環
境
整
備

本
市
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

こ
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
無
所
属
）

高
齢
者
の
買
い
物
支
援

東
２
条
線
の
道
路
拡
張
整
備

丸ま
る
や
ま山 　

覚さ
と
る

（
公
明
党
）

発
達
に
特
性
の
あ
る
子
と
保
護
者
へ
の
支
援

降
ひ
ょ
う
被
害
の
支
援
と
今
後
の
対
策
の
考
え

質
問　
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
遊
べ
て
、
毎
日
安
全
に
過
ご

せ
る
公
立
保
育
所
の
整
備
の
た

め
、
老
朽
化
し
た
遊
具
な
ど
、

必
要
箇
所
の
修
繕
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
保
育
所
の
充
実
は
、
働

く
女
性
に
と
っ
て
絶
対
的
に
必

要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、
対
応

の
優
先
順
位
は
高
い
。
老
朽
化

し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

現
場
の
要
望
を
よ
く
聞
き
、
注

意
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
医
療
的
ケ
ア
児
が
保
育

所
等
や
学
校
に
通
う
た
め
に
は
、

訪
問
看
護
師
の
活
用
が
有
効
と

考
え
る
が
、
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
訪
問
看
護
師
を
派
遣
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

等
や
学
校
の
設
備
環
境
の
整
備
、

医
療
機
関
等
の
連
携
先
の
確
保
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
考
慮
す

べ
き
点
が
多
い
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で

は
現
在
、
一
部
の
保
育
施
設
で

の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ

や
、
学
校
で
の
介
助
手
の
配
置

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
医
療
的
ケ
ア

児
に
対
す
る
福
祉
の

増
進
に
努
め
た
い
。

質
問　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

ま
た
発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど

も
や
保
護
者
が
気
兼
ね
な
く
遊

べ
る
場
と
し
て
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
公
園
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
こ
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

教
室
活
動
を
実
施
し
、
保
護
者

の
不
安
軽
減
に
努
め
て
お
り
、

ま
ず
は
こ
れ
ら
の
事
業
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
ペ
ア
レ
ン

ト
メ
ン
タ
ー
事
業
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。	

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
に
つ

い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
未
整
備
で
あ
り
、
立
地
条
件

や
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
の

課
題
も
あ
る
た
め
、
先
進
事
例

を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

質
問　
気
象
予
報
士
を
雇
用
し
、

ラ
ジ
オ
高
崎
で
情
報
発
信
す
る

な
ど
、
気
象
防
災
の
専
門
家
を

活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
近
年
の
気
象
変
動
に
よ

り
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
す

る
中
、
気
象
情
報
を
市
民
に
的

確
か
つ
迅
速
に
伝
達
す
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
る
が
、

課
題
も
あ
る
た
め
、

慎
重
に
研
究
し
た
い
。

質
問　
市
営
住
宅
に
お
け
る
移

動
販
売
車
の
乗
り
入
れ
の
現
状

と
今
後
の
検
討
は
。
ま
た
、
お

と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー

の
ル
ー
ト
が
近
く
に
な
い
人
へ

の
今
後
の
支
援
は
。

答
弁　
市
営
住
宅
へ
の
移
動
販

売
車
の
乗
り
入
れ
は
現
在
行
っ

て
い
な
い
が
、
買
い
物
支
援
と

し
て
有
効
で
あ
る
た
め
、
地
域

の
要
望
や
実
情
な
ど
を
考
慮
し
、

研
究
し
た
い
。
ま
た
、
お
と
し

よ
り
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
に
つ

質
問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
利
用
に
よ

り
、
子
ど
も
が
事
件
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
る
が
、
学
校
で
は
ど

の
よ
う
に
対
策
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
各
学
校
に
お
い
て
、
本

市
が
委
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぐ
ん
ま
子
ど
も
セ
ー
フ
ネ
ッ

ト
活
動
委
員
会
に
よ
る
ネ
ッ
ト

講
習
会
や
、
警
察
署
に
よ
る
情

報
モ
ラ
ル
講
習
会
を
実
施
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

の
未
然
防
止
と
子
ど
も
の
情
報

モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
子
ど
も
が
安
全
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
各
学
校
に
お
い
て
ネ
ッ

ト
講
習
会
や
情
報
モ
ラ
ル
講
習

会
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
保
護
者
へ
の
啓
発
に
努

め
、
子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
意
識
向

上
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
各

学
校
の
代
表
者
が
い
じ
め
防
止

こ
ど
も
会
議
や
中
学
生
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
で
作
成
し
た
啓
発
資

料
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

い
て
は
、
引
き
続
き
ル
ー
ト
の

見
直
し
や
運
行
エ
リ
ア
の
拡
大

な
ど
を
、
財
政
状
況
や
地
域
の

要
望
な
ど
の
優
先
順
位
を
考
慮

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
東
２
条
線
の
既
に
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
し
て
い
る
土
地
や
空

き
家
が
立
ち
並
ぶ
現
状
を
踏
ま

え
、
未
整
備
区
間
の
今
後
の
道

路
拡
張
整
備
計
画
は
。

答
弁　
東
２
条
線
の
高
崎
伊
勢

崎
線
よ
り
北
側
、
高
崎
駒
形
線

ま
で
の
未
整
備
区
間
は
、
道
路

沿
線
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
る

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
整

備
効
果
や
事
業
手
法
に
つ
い
て
、

他
の
都
市
計
画
道
路

と
の
整
合
性
も
踏
ま

え
て
研
究
し
た
い
。

都市計画道路　東２条線

　

●ペアレントメンター事業
自らも発達障害のある子どもの子育てを経験し、一定の研修等を受けた保護者（ペアレントメン
ター）が、主に啓発活動やグループ相談などの場で、自身の体験談を話したり、参加者の相談に
応じたりする事業。

●インクルーシブ公園 障害の有無や年齢、性別などを問わず、誰もが一緒に遊べる公園。
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質
問　
令
和
５
年
度
か
ら
開
始

し
た
、
ま
ち
な
か
小
さ
な
公
園

美
化
大
作
戦
５
カ
年
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁　
当
該
計
画
に
よ
り
、
公

園
愛
護
会
へ
の
報
奨
金
を
増
額

し
た
こ
と
で
、
新
た
に
17
カ
所

の
公
園
に
お
い
て
愛
護
会
が
結

成
さ
れ
た
。
ま
た
、
夏
季
期
間

に
業
者
に
よ
る
公
園
の
除
草
、

清
掃
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
ト
イ
レ
に
つ
い
て
年

間
20
カ
所
の
改
修
を
予
定
し
て

お
り
、
順
次
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
今

後
も
公
園
愛
護
会
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
地
域
の
人
々
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
市
民
が
親

し
み
や
す
く
利
用
し
や
す
い
公

園
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

質
問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公
園

美
化
に
取
り
組
む
地
域
の
人
々

に
対
し
、
敬
意
を
表
す
た
め
の

表
彰
制
度
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
本
市
に
は
、
緑
化
事
業

の
一
環
と
し
て
、
各
町
内
の
緑

化
委
員
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、

長
年
公
園
美
化
活
動
に
取
り
組

み
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人

や
団
体
を
緑
化
推
進

貢
献
者
と
し
て
表
彰

す
る
制
度
が
あ
る
。

質
問　
烏
川
２
号
緑
地
根
小
屋

エ
リ
ア
を
整
備
す
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
は
。

答
弁　
当
該
エ
リ
ア
は
、
烏
川

の
築
堤
計
画
を
推
進
し
、
緑
と

潤
い
の
あ
る
快
適
な
水
辺
空
間

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
４
年
に
都
市
計
画
決

定
し
た
。
国
は
平
成
21
年
度
か

ら
築
堤
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、

こ
の
ほ
ど
根
小
屋
地
区
の
築
堤

用
地
の
買
収
が
完
了
し
、
事
業

の
進
捗
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
烏
川
の
河
川

敷
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
す

る
た
め
、
地
権
者
と
の
借
地
交

渉
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　
南
八
幡
地
区
の
都
市
計

画
道
路
を
見
直
す
予
定
は
。

答
弁　
南
八
幡
地
区
の
都
市
計

画
道
路
で
あ
る
南
八
幡
京
ケ
島

線
と
県
道
寺
尾
木
部
線
に
つ
い

て
は
、
未
整
備
区
間
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
見
直
し
を
検
討
す
る

路
線
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

未
整
備
区
間
の
整
備
効
果
な
ど

を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
周
辺

の
交
通
状
況
や
環
境
変
化
に
よ

る
交
通
需
要
の
予
測
な
ど
も
行

い
な
が
ら
、
計
画
変

更
の
必
要
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設
で、どなたでもご覧いただくことができます。 
　今回の本会議については11月下旬に公開予定です。
　◦市民情報センター（市役所１階）
　◦高崎市立図書館（中央館及び地域館）
　◦倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

本
市
の
公
園
管
理

高た
か
は
し橋　

 

淳じ
ゅ
ん 

（
新
風
会
）

南
八
幡
地
区
の
公
共
施
設
整
備

総 務 常 任 委 員 会

市民経済常任委員会

教育福祉常任委員会

建設水道常任委員会

7月3日～5日

7月26日～28日

7月3日～5日

7月26日～28日

行 政 視 察 報 告 　所管する事務に関する調査のため、他の自治体の
先進的な取り組みについて行政視察を行いました。

東京都江東区	 ◦夢の島スケートボードパーク

福岡県久留米市	◦選挙啓発サポーター

福岡県福岡市	 ◦ＤＸの推進

大阪府東大阪市	◦中小企業振興条例に沿った中小企業
支援

兵庫県姫路市	 ◦スマート市民農園事業の概要と姫路
市のスマート農業推進の取り組み

愛知県豊橋市	 ◦穂の国とよはし電力株式会社設立と
その後の経過

東京都三鷹市	 ◦小中学校における「探究的な学び」
の取り組み

北海道恵庭市	 ◦農福連携の取り組み
北海道旭川市	 ◦地域共生社会の実現に向けた重層的

支援体制整備事業の取り組み

東京都江戸川区	◦水辺のスポーツガーデン

岐阜県美濃加茂市	◦美濃加茂地区かわまちづくり	
（リバーポートパーク美濃加茂）

三重県四日市市	◦空き住戸（市営住宅）を活用した地
域コミュニティーの取り組み
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各常任委員会および各特別委員会において、付託された
議案の審査などを行いました。委員会審査委員会審査

総 務 常 任 委 員 会 教 育 福 祉 常 任 委 員 会

市 民 経 済 常 任 委 員 会

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会

建 設 水 道 常 任 委 員 会

環境施設建設特別委員会

都市集客施設整備特別委員会

質疑  公金収納代行委託料が年々増加傾向にあるが、令
和４年度の納付実績は。
答弁 	コンビニで57万9,848件、モバイルレジで530件、
電子マネーで４万3,931件の納付があった。委託料が増
加した主な理由は、電子マネーでの納付が令和３年度に
比べて約１万５千件増えたためである。
質疑 	高崎フリーＷｉ－Ｆｉの設置場所と利用状況は。
答弁 	高崎駅周辺に３カ所、榛名地域に４カ所あり、令
和４年度のアクセス件数は、高崎駅周辺が19万9,705件、
榛名地域が8,491件である。

質疑 	高崎ものづくり海外フェアの実施状況は。
答弁 	令和４年度はシンガポールおよびタイで実施し、
シンガポールではＡＳＥＡＮ圏域最大規模となる製造業
の国際展示会に３年ぶりに出展した。また、タイではＪ
ＩＣＡ、ジェトロの現地
事務所や大使館関係者を
はじめ、現地メディア等
を招待したＰＲイベント
を開催し、本市のものづ
くり企業をアピールした。

質疑 	子育てＳＯＳサービスの担い手であるヘルパーの
派遣体制は。
答弁 	まずはヘルパーの勤務可能な日時を確認し、ヘル
パーが勤務できない日時には嘱託職員等を配置すること
で、いつでもサービスが提供できる体制を整えている。
なお、ヘルパー派遣は社会福祉協議会へ委託している。

質疑 	高浜クリーンセンター建設事業の建設等工事費が、
当初予算と比較して約13億円減額となった理由は。
答弁 	全国的な労務不足により鉄筋工や型枠工の労働者
の確保に苦慮し、躯

く
体
たい
工事等に不測の日数を要したこと

で、工事の一部を令和４年度から令和５年度に繰り越し
たためである。

質疑 	既存の労使会館のアスベスト含有調査の結果は。
答弁 	建物の一部にアスベストが使用されていることが
確認できたが、適正に飛散防止処理がされており、労使
会館のこれまでの運営には支障がないものだった。建て
替えに伴う既存建物の解体に当たっては、法令を遵守し、
除去作業を行う予定である。

質疑 	本市が設置している託児施設かしの木とけやきの
令和４年度の利用状況は。
答弁 	かしの木は延べ利用人数が１万202人で、１日の
平均利用人数が約28人、平均利用時間が約５時間だった。
けやきは延べ利用人数
が6,223人で、１日の
平均利用人数が約17人、
平均利用時間が１時間
から２時間だった。

質疑 	令和４年度の生活道路拡幅土地協力者報奨金の実
績は。
答弁 	建築基準法第42条第２項の規定などにより道路後
退が生じた土地を寄付してもらった人への報奨金として、
190件の支払いを行った。
質疑 	本市が管理する公園のうちトイレがある公園の数
と、トイレの洋式化の現状は。
答弁 	令和４年度末時点で公園は517カ所あり、そのう
ちトイレがあるのは140カ所である。その140カ所のう
ち、45カ所が洋式トイレとなっている。

議会を見てみよう
　本会議の傍聴を希望される方は、議会棟５階にある傍聴
受付で、住所・氏名を記
入して入場してください。
　傍聴席は、車いす用の
２席を含め78席あります。
ぜひお出かけください。

●ＪＩＣＡ 独立行政法人国際協力機構の略称。日本の政府開発援助を一元的に行う実施機関として、開発途上国への国際協力を行
う。ＪＩＣＡ東京センターの分室が高崎に開設されている。

●ジェトロ 独立行政法人日本貿易振興機構の略称。貿易・投資促進と開発途上国研究を通じ、日本の経済・社会のさらなる発展に
貢献することを目指し設立された。

シンガポールでの展示会の様子

群馬支所内の託児施設「けやき」

まめ知識



（12）「環境にやさしく」をモットーに
大豆油インキを使用しております。

議 案 等 審 議 結 果
件　　　　名 結　果

報　告
第９号 専決処分の報告 －

第10号 専決処分の報告 －
議　案
第95号 令和４年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定 認定

第96号 令和４年度水道事業会計及び公共下水道事業会計利益
の処分及び決算認定 可決及び認定

第97号 市道路線の廃止 可決

第98号 市道路線の認定 可決

第99号 請負契約の変更（高浜クリーンセンター建設工事） 可決

第100号 請負契約締結（新労使会館建設工事） 可決

第101号 請負契約締結（新労使会館建設電気設備工事） 可決

第102号 請負契約締結（新労使会館建設空調設備工事） 可決

第103号 市道管理に係る損害賠償に関する和解及びその損害賠
償の額を定めること 可決

第104号 交通事故による損害賠償に関する和解及びその損害賠
償の額を定めること 可決

第105号 保健所関係使用料及び手数料条例及び旅館業法施行条
例の一部改正 可決

第106号
自然環境、景観等と再生可能エネルギー発電設備設置
事業との調和に関する条例及び宅地造成等規制法関係
手数料条例の一部改正

可決

件　　　　名 結　果
第107号 令和５年度一般会計補正予算（第４号） 可決

第108号 令和５年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

第109号 令和５年度一般会計補正予算（第５号） 可決

第110号 教育委員会教育長の任命同意 同意

第111号 教育委員会委員の任命同意 同意

第112号 高崎市等公平委員会委員の選任同意 同意
第113号 

～  
第115号

人権擁護委員候補者の推薦 同意

請　願

第４号 日本政府に核兵器禁止条約への賛同と推進を求める意
見書の採択 不採択（少数）

第５号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための
2024年度政府予算に係る意見書の採択 不採択（少数）

第６号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるた
めの2024年度政府予算に係る意見書の採択 不採択（少数）

議員提出議案
第２号 議員派遣（広報委員会行政視察） 可決
意見書案

第３号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対す
る適正な診療上の評価等を求める意見書 可決

賛否一覧表（上記議案等審議結果で賛否が分かれたものについて掲載しています。）
会派名

議員名

 
請願番号

新　風　会　19人 市民クラブ  6人 公明党　5人
たかさき

未来
３人

日本
共産党
2人

無
所
属

無
所
属

無
所
属

渡
辺
　
隆
宏

高
橋
　
　
淳

樋
口
　
哲
郎

大
河
原
吉
明

青
木
　
和
也

後
藤
　
　
彰

時
田
　
裕
之

青
柳
　
　
隆

根
岸
　
赴
夫

渡
辺
　
幹
治

白
石
　
隆
夫

長
壁
　
真
樹

大
竹
　
隆
一

松
本
　
賢
一

柄
沢
　
高
男

石
川
　
　
徹

後
閑
　
賢
二

丸
山
　
和
久

柴
田
　
和
正

横
田
　
卓
也

三
井
　
暢
秀

中
島
　
輝
男

林
　
　
恒
徳

堀
口
　
　
順

高
橋
美
奈
雄

中
村
さ
と
美

小
野
　
聡
子

新
保
　
克
佳

丸
山
　
　
覚

逆
瀬
川
義
久

宮
原
田
綾
香

荒
木
　
征
二

三
島
久
美
子

金
子
　
和
幸

伊
藤
　
敦
博

新
倉
　
哲
郎

角
倉
　
邦
良

谷
川
留
美
子

請願 第４号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ×
請願 第５号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願 第６号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※賛成者は○、反対者は×としています。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

市 議 会 の 予 定
11月 定　　例　　会

30日（木） 午後１時 開会、会期の決定、議案の提案説明
など

12月

１日（金）

午後１時 一般質問
４日（月）

５日（火）

６日（水）

11日（月）
午前10時 総務常任委員会

午後１時30分 教育福祉常任委員会

12日（火）
午前10時 市民経済常任委員会

午後１時30分 建設水道常任委員会

15日（金） 午後１時 委員長報告、議案等の議決、閉会

可決した意見書
下記の意見書を国の関係機関などに提出しました。	
詳しい内容は、市議会ホームページをご覧ください。

⃝ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注
入療法）に対する適正な診療上の評価
等を求める意見書

※不採択（少数）表記以外は全会一致です。

同意した人事案件
⃝教育委員会教育長	 小

こ
林
ばやし
　良

よし
江
え
　氏

⃝教育委員会委員	 新
あら
井
い
　英

ひで
夫
お
　氏

⃝高崎市等公平委員会委員	 長
なが
井
い
　友

とも
之
ゆき
　氏

⃝人権擁護委員候補者	 清
し
水
みず
　則

のり
章
あき
　氏

⃝人権擁護委員候補者	 塚
つか
越
ごし
　房

ふさ
江
え
　氏

⃝人権擁護委員候補者	 藤
とう
間
ま
　一

かず
夫
お
　氏


